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I 宣教師の挨拶

ポルトガル人宣教師ルイス・フロイスは日本とヨーロ yパの風習の違いについてまとめた

『日本覚書』のなかに， Iわれ ら にお いて は， 別れ る と き と か， 外か ら帰 っ て来る と ， 抱擁す る

のが習わしである。日本人はまったくそのようなことをせず，むしろ，そうするのを見ると笑

う」と記した。挨拶として抱擁するという習慣のない日本人の眼には，キリシタンの宣教師た

ちが抱き合う姿はいかにも奇異に映ったことだろう。なぜ日本人は笑うのか。宣教師たちにとっ

て，その笑いのなかに含まれる日本人の違和感を把握するのはむずかしかったにちがいな L 、。

キリシタンの宣教師が日本の挨拶の方法を観察し，それを実行したことは，ジョアン・ロド

リゲス『日本教会史 Jに，酒や茶のことも含めて，礼儀・挨拶・贈答・儀式に関する記述が二

十章ほど見られることからも明らかだろう。これは，日本の風俗に合わせた布教をするために

必要な知識だった。ただ，宣教師がすべての点で日本の文化に迎合したわけではあるまし」フ

ロイスは『日本覚書』に， Iわれ ら にお いて は， 和解 し た人び と は互い に赦 し を乞い あ う か ，

または抱きあう。日本では，非のあったほうが，相手の前で手をこすり，相手のついだ盃を飲

みほす」とも書き記し，異文化としての日本の挨拶を相対化しようとする姿勢を示したが，彼

が実際にこのようなしぐさをしたという記録はない。
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宣教師が日本の風俗に合わせるのはあくまでも異教徒を改宗させるための手段であって，彼

らの目的はキリスト教を広めることにあった。そのため，キリスト教の立場から認められない

日本の風俗については容赦しなかった。たとえば，一夫多妻を当然とする婚姻制度や同性愛と

しての男色を暗黙のうちに認める風潮に対して，彼らはたいへん厳しく非難したのである O バ

テレン追放令を出す以前の秀吉が，一夫多妻さえ認めてくれればキリシタンになってもよいと

言ったのは，たとえ外交辞令だったとしても，宣教師の要求が当時の支配層には受け入れにく

い性格のものだったことを暗示する。

このような状況のもとで，神と隣人への愛を中軸に据えたキリスト教の布教は困難をきわめ

た。キリスト教の愛という観念を日本語であらわすために，仏教語としては悟りを妨げるもの

として否定的にしか用いられず，ともすれば性愛に傾きがちだった「愛」または「愛する」と

いうことばを避けて「御大切J I大切に存ずる 」 と い っ た表現を選んだの も ， そ の よ う な 困難

を意識していたからにほかならない。宣教師はきわどい平衡感覚をもっ必要があった。

E 口を吸ふ

宣教師は，目に見えない神への愛だけではなく，隣人に対する愛の重要性も伝えるという使

命を帯びていた。したがって聖書をはじめ多くのキリスト教の書物にくりかえし描き出される

キスという行為をどのような日本語であらわすか，という問題をなおざりにすることはできな

い。それはキリスト教の愛の観念を象徴する行為であると同時に，現実におこなわれる挨拶と

して視覚的なイメージをともなうため，日本語への翻訳が不可欠である。しかし，問題はそれ

だけではなかった。なぜなら，すでに秘められた性愛の行為としてのキスをあらわす日本語が

存在していたからであるO性愛の表現としてのキスが当時どのような日本語で言いあらわされ

ていたか，という問題を宣教師は避けて通ることができなかったのである。

「接吻J I く ち づけ」 と い う 訳語が用い ら れ る よ う に な っ たの は江戸時代後期の こ と で オ ラ ン

ダ語や英語からの翻訳だから， 16世紀後半か ら17世紀初頭の キ リ シ タ ン の時代には存在 しない。

この時代には「口を吸ふ」ということばが一般的だった。それは，たとえば，狂言のなかで，

老人が若武者の口を吸いながら家の中に連れ込むといった同性愛・男色の場面で用いられるO

わか衆の中より下知をなし/\，さすがに是はおやかたたちなり，かまひて/\あやまち

すなと，はしりよりいだきっき/\，せいずれは，おもひのほかなるにゃくぞくずきし，

/\て，わがいゑ/\にぞ、かへりける(ちごの口をすうておふて入也) (虎明本狂言『老

武者J)

狂言のなかには「しどろもどろのほそ道を清水の/\さか中の/\桜の下でわかしゅとであふ

てーどすうちゃしちよ/\二と、すうちゃしちよ/\あじきなの身ゃなおれが身はJ (虎明本狂
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言『かなわか J)などと歌うものもいれば，唇をとがらせて夫を追いかけ回す「わわしい女」

もいる。

おっとよろこびて，さらはさかづきをださうずるといひて，さかづきをだして，さかもり

して，さけをとりて，さらはこそでをおとりやれといひて，こそでを取たれは，ふくれな

るによって，きもをつぶすを，おひまはりて，口をすふておっとをおいて入，又おひまは

りて，おひ入にもするぞ(虎明本狂言『いははし J)

また室町物語のなかでは，ひそかに恋い焦がれる女の口を吸いたいと願う男の願望を吐露する

場面でこのことばが用いられた。

さて大葉子をかく事は，たぜ姫熊をあひなれて，口を吸はる〉よしもがな，いつまで草の

いつまでか，かかる思ひに臥し沈み，逢ふことなしの草ならん Oかゃうの草を刈り持ちて，

地頭殿へぞ参りける o (室町物語「高野物語 J)

歌合の形式で描かれた『御茶物かたり Jでは「ちやわん」の歌「てにとりてくちすうほどにひ

きなせとあわてたつなはちゃわむなりけり J，あるいは「ひふきたけ」の歌「くちすわれしり

にこくるをいとはねはいやしくみゆるひふきたけかな」にもこのことばが見られる。

これらはあくまでも性愛を連想させる表現であり，いわば秘められた行為を示すことばであっ

た。秀吉がまだ幼い我が子への手紙の中で，

返す/\御ゆかしく候ま〉やがて/\参り候て口を吸い申すべく候。又われ/\留守に

人に口を御すわせ候はんと思ひまいらせ候。鷹の雁三竿進上。

文給はり候。御うれしく思ひまいらせ候。ことに見事の爪の万一しほ満足申し候。やがて

/\参り候て御礼申すべく候へどもまづまづ播磨守をもて申し上げ候。おの/\へもこと

づて申し候べく候。めでたく，かしく。(秀吉書簡)

返す/\御ゆかしさ申すばかりなく候間やがて/\歳末に参り候て申すべく候。御か〉

さまへも文にて申すべく候へども御心へ候て給はり候べく候。めでたくかしく。

文給り候。御うれしく思ひまいらせ候。昨日も状をもて申し入り候ごとくこ〉もと普請申

しつけ候によって存じながら申さず候。やがて歳末に参り候て申すべく候。其の時口を吸

い申し候べく候。たれ/\にも少しも御すわせ候まじく候。そなたの事こなたへーだんよ

く見え申し候。かしく。

と，かわいいお前の口を吸いたいものだと書き記しているのもその延長線上に位置する表現と

見てよいだろう。教会の中で，あるいは路上でかわされる宣教師たちの挨拶とはまったく性格

を異にする O宣教師たちが抱擁する姿を見て笑った日本人にたいしてキスの翻訳語として「口

を吸ふ」を採用するのは危険ですらあった。

こういった背景を反映してキリシタンの書物の中では「口を吸ふ jということばは特殊な場

合にしか用いられな L、。キリシタンの教えに背いて他人の妻に手を出した男の赤裸々な告白に
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は osculorの訳語としてこのことばが見られる。

この中に，契りのよい仕合せが無い時は，それに随つてなり次第その五体に手を掛け，口

を吸ひ，抱き，恥を探ること等は思ふままにしまらする o cr機悔録J) 1)

これは，あきらかに性愛の表現であり，姦淫を戒めるキリシタンの立場からは非難されるべき

行為にほかならなし」したがって「口を吸ひ」と訳してもさしっかえないのだが，このように

日本語の用法と抵触しないのは数すくない特例であり，キリシタンはみずからの日常的な行為

としてのキスを翻訳するにあたって訳語を慎重に選ぶ必要があったのである。

日本語の「口を吸ふ」と区別するために採用されたはキスの翻訳はどのようなものだったの

か。宣教師たちは実際にどのような訳語をあてたのか。キリシタンによるキスの翻訳の諸相を

見る必要があるだろう。

E 拝む ・ い た だ く

恭順の意をあらわす挨拶としてのキスの翻訳では， r羅西 日対訳辞書」 に ，

Osculor ,aris: bθsar; sui , U.Pedes osculor ,aris: bθsar lospies palabra cortes ,

Voaxivoit a:daqi,u.

とあるように「御足をいただく」という語を用いる場合があるO

世界の智者，学匠は言ふに及ばず，金銀，珠玉，財宝の楽しみにも勝ち給ひ，世間の邪楽

に敵対ふエワンゼリヨの御法に人々を引き入れ給ひて，帝王も将軍も冠を脱ぎ，卑しき旅

人の足を戴き給ひ，いかにも貧賎なるサセルドウテへその身の悪を機悔し給ふ事はいづく

より出でたる力と思ふや?これ即ち御主ゼズキリシトの御威力なる事明かなり。 crスピ

リツアル修行J)

これはイエスの弟子が「使徒」として伝道するときに受けた崇拝を「帝王も将軍も…足を戴き

給ひ」とあらわすものだが，円、ただく」ということばによって足にかぎらず，さまざまなも

のへのキスをあらわすことができる。たとえば，獄中に捕われている聖人の体へのキスO

右に言ひし，サンクレメンテを養君とし給ひし，サンソヒヤはこのことを聞き給ひて，大

きに喜び給ひ，サン卜のまします龍に至り，涙を流し，サン卜の御つがひつがひを謹んで

戴き給ひ，この年月の御苦しみを語り給へとありければ，詳しく語り給ふなり。サンソヒ

ヤ手拭にて，御血に染みたる御身を拭ひ，御食をも参らせらるるものなり。 crサントスの

御作業』サンクレメンテ伝) 2)

あるいは，説教師が踏んだ地面にキスをするありさまを「し1ただく」によってあらわす場合も

ある。
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サンタカテリナデセイナは，エワンゼリヨの談議者の踏まれし足跡に口をあて給ひて，戴

き給ふを何事ぞと問ひ奉るに，此は人のアニマを，パライゾへ導く役を持ちたる人なれば

也と答へ給ふ也。又我を以てインヘルノを塞ぎて，アニマの堕落せぬ様に計らひ給へ，我

君と， Ds に言上 し給ふ也。 cr ヒ イ デス の導師J) 3)

被昇天を控えた聖母マリアの衣装へのキスも「し、ただく」という語であらわされる O

さておのおのアポストロ相集まり給へば，互ひにご対面の御喜びも最も深かるべけれども，

別して御母の御目にかかり給ふご歓喜は類ひあるべからず:いかほどの敬ひを以てかその

御衣の裳を戴き，いかほどの喜びを以てか御顔ばせを拝み給ふべきぞと思案せよ?真に

御母を見参らせられん時は，ご大切の御師匠に会ひ奉る御心地なるべし。さて又互ひの御

物語にもデウスを尊み敬ひ給ひ，信心を催し，歓喜の涙を流し給ふより外あるべからずと，

思案せよ o C !r ロ ザイ ロ の観念、J) 4)

円、かほどの敬ひを以てかその御衣の裳を戴き」という部分に十二使徒の崇敬のほどがうかが

われる O同様に「拝む J r拝す る 」 と い う こ と ばを用 い た例をあ げる こ と がで き る 。

我は旅人にて貧なれども，世界の人民に天の御法を教ゆる也。今我がこの姿はクルスの上

にて見苦しくなりはつべし，さりながら我を真の Dsと拝ませ，又かかるべきそのクルス

は，如何にも態敷を以て人々 より崇められ，そのクルスに打ち付け等るべき金釘，いぎの

冠，その外我がパシヨンの苦患の道具をば深く拝み用ゐ，何れの金玉よりもまさりたる宝

なりと渇仰する様にすべし。 C r ヒ イ デス の導師J )5)

又御死骸を薫香を以て塗り奉らんと御棺に赴き給ふ善女人の志を知ろしめして，御蘇生あ

りて，御迎に赴き給ひ，御手，御足の御庇を拝ませ給ふと，マテウス二八に見えたり。

cr ヒ イ デス の導師J) 6)

又続けて宣ふは，デウスより我に預け給ふエケレジヤの裁判をさしおくこと叶ふに於ては，

この，サンパウロアポストロマルチルのからめとられ給ふ鎖を拝し奉るために，いそ

ぎ参りたきとの望みばかりなりと。 crサントスの御作業』マルチレスの証拠)7)

いずれも尊崇や恭順の姿勢を示すために敬語を用いる点に特徴がある。これらは，より日本

語らしい表現として用いられたものである。しかし，その分キスという行為のもつ意味が薄め

られるおそれのあったことも否定できない。日本語としてすでに流通している表現を選べば意

味変化をこうむることはやむをえないとしても，異文化の翻訳として十分とは言えないだろう。

IV 抱 き つ く ・ 顔に顔をあて る

「いただく」や「拝む」と並んで，こなれた日本語を用いるものとして，弟子や子どもにたい
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する愛情表現をあげることができる。たとえば，

ソヒヤその御死骸に逢ひ給ひたることは，アンジヨ一体ソヒヤにまみえ給ひて，サンタの

ことをつぶさにつげ給ひ，御死骸のありかをも尽く教へ給ふなり。これによって知り給ふ

なり。マルチルになり給ふことは御喜びとは申しながら，さすがに長き別れの悲しさは共

に死なんには如じと，歎き，御死骸にいだきっき，声も惜しまず泣き給ふなり。 crサント

スの御作業』サンタアナスタジヤ伝) 8)

汝を胎内に宿し身にかへて，大切に抱き育てたる思を忘れずは，汝のつがひつがひを御主

に対し奉り捧げ奉りて我を喜ばせよOこの御主へ対し奉りては大忠功，我に対しては孝行

たるべし。いかにわが喜び一命の光り，この遺言汝が上に少しも違ふまじきと頼もしく思

へば，かへすがへすも頼むなり。さればエブレヤの女人の中に七人の子を御主へ捧げられ

たるためしあり。我は只汝一人を持ちたり，さりながら今の遺言を違へず，御主の捧げ物

となるに於ては，わが為には満足なるべし。然るに於ては世の中の母たる人の中に於て，

わきて我独り果報なるべしO今汝を離るるといへども，スピリツを残すぞ。御主デウスに

対し奉りて，マルチリヨの合戦にたしかに利運を聞かんと思へば，心をなぐさめ，御主の

御前に参るべしと宣ひて，御子に抱きつき給ひ，喜びの涙と共に空しくなり給ひ，御アニ

マはデウスへ参り給ふものなり。 crサントスの御作業』サンクレメンテ伝) 9)

のように， Iいだ き つ く 」 を用 い る も のがあ る一方， I撫育す る 」 と い う 言葉を使う場合も あ る O

この御大切を歎き給ふ人々の為に甘露となることを聞け，それと云ふは，人間に対し給ひ

て顕はし給ふ Dsの御大切は，我等が心を起す勧めとなるといへども，別してこの御大切

の勧めとなるは，御知音に Dsより与え給ふ御音づれの甘味なり，警へば大切とし 1ふもの

は二様にあり。一つには，エセンシヤルといひて，強き大切のこと，此を以て親は成人な

る子をも思ふ也。二つには，テンロといひて，和かなる大切なり，此を以て親はいとけな

き子を思ふなり。これに号|かれて子を愛し，撫育するもの也。されば天にまします我等が

御親も，スピリツアレスの御子に対して，一番の御大切を尽し給ふことは申すに及ばず，

二番目の御大切をも現はし給ふなり。 crヒイデスの導師 j) 10)

これらはたしかに愛情表現ではあろうが，キスという行為を佑沸とさせることはない。ところ

が，親族の聞における親愛表現には別のことばもある。それは「顔に顔をあて」るというかた

ちである。たとえば，旧約聖書の創世記に基づくヨセフ伝の一節は，再会したヨセフたち兄弟

の姿を次のように叙述する O

御弟のベンジャミンにいとなつかしげに抱きつき，御膝の上にかき乗せ給ひ，御涙背期あ

へさせ給はず，御弟のベンジャミンもジョセフの御手にすがりっき，まことの

兄弟もろともにしばしは涙に沈まれける。その後ジョセフ先腹の兄弟十人一人づ、つ御顔に

顔をあてさせ給ひ，一人一人に御涙を流させ給ふぞあはれなる Oこれよりしてこそ十一人
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まことは兄弟なりけると力を得給ふ有様なれ。 crサントスの御作業』パトリアルカ・ジョ

セフ伝) 11)

「顔に顔をあて」るという言い方は後代の「接吻」と近いと言える。だが，これは翻訳語では

なし 1。これに類する表現が日本の物語にも見られることは，注目すべきだろう。

静も母もこれをききて，手に手を取くみて，かほにかほをあはせて，こゑもをしまずかな

しみけり。 cr義経記 J 6 ・ 静鎌倉へ下る事)

伊東は，あまりのかなしさに，しばしは膝をおろさずして，かをにかほをさしあて，くど

きけるこそあわれなれ o cr 曽我物語J 1)

四大日々に衰て，万死一生に成し時，彼少人，上人の膝を枕にし，手に手をとりくみ，顔

にかほをあはせて，互に別を惜給けるに，遺言，実に哀に覚。 c r稚児観音縁起J )

「顔に顔をあて」るという翻訳の場合， I拝す る J や 「 し 1 た だ く 」 に比べてず、 っ と行為のイ メ ー

ジを喚起しやすい。しかしながら，別離の悲しみや再会の喜びをあらわすことはできても，キ

リスト教独自の挨拶をつねに表現できるとはかぎらなし、。唇を接するかたちでなされるキスを

より具体的にあらわすためにキリシタンはどのような訳語を用いただろうか。

V 足を吸ふ ・ 手を吸ふ

「ピエタ」という題で多くの画家によって描かれた場面があるO十字架上で処刑されたイエス

が地上におろされたとき聖母マリアがその体をかきいだくという，キリスト教徒にとって究極

的な悲しみの構図といってもよ ~ loこれをキリシタンは次のように訳しているO

御母ビ、ルゼ、ンマリア御子の死骸を抱き取り給ふ時，哀れなる御心いかばかりならんや?

又御庇の跡をつくづくと御覧じ，双びなき心の御痛みを以て一々に御口を当てて吸ひ給ひ，

抱き付き給ひ，多くの御涙を以て御庇を洗ひ給ふ御有様の事。 crスピリツアル修行J)

悲嘆に暮れる聖母マリアの姿を思い浮かべることによってイエスの受難の意味を体感させよう

という意図を宣教師たちは抱いていた。そのため「抱き取り給ふ」あるいは「つくづくと御覧

じ」といった表現にならべて「御口を当てて吸ひ給ひJということばを用いて，その悲しみを

鮮明にあらわしたのである。このとき，キスという行為が「口を吸ふ」とはまったく位相を異

にするものであることはいうまでもな L、。また，福音書に登場する「罪深き女」がファリサイ

人シモンの家の中でイエスの足にキスをする姿は，

あるハリゼウ一人ゼズスを請じ奉れば，かの私宅に赴き給ひ着座し給ふ折節，その在所に

極重罪なる女房ゼズスハリゼウの私宅へ御幸なりぬと承はり，白石の小箱に薫香の薬を

持参し，ゼズスの御跡より感涙をもって，御足を潤ほし，髪髪をもって拭ひ，口をもって

吸ひ，件の薬をもって塗り奉られけり。 crパレ卜写本J) 12)
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とあるように， Ie御足を) 口 を も っ て吸ひ」 と訳 さ れた。 「感涙を も っ て」 と あ る 以上， そ の

行為が生半可なものでないことは誰の目にもあきらかだろう。イエスにたいして恭順の姿勢を

示すマグダラのマリアの場合も同様である。彼女が復活したイエスを喜びとともに迎えるとこ

ろは，次のように訳される。

かの所に在り合ひ申されたる善男子善女人達声声に泣き口説き，愁嘆し給ふ事を観ぜよ

中にも深く御大切に思はれ給ふサンジヨアン又はサンタマリアマグダレナ甘露の御師匠に

て在ます御主の御足に取付き，尽きせぬ涙を以で浸し，口にて吸ひ飽き給はざる事を観ず

べし。 erスピリツア lレ修行J)

然、ればサンタマダレイナ深くご大切に思ひ申さるる御師匠をそれと見知り奉り，ご丁寧

のみ言葉を聞き，その名を指して呼ばれ給ふ時の心中の御喜びはし、かばかり深かるべきぞ?

その時までの愁嘆は利那に歓喜となり変り，余りのご大切に燃え立ちてご威光をも'陣らず，

ただ御足許に倒れ伏し，御足を吸ひ奉らんとせられし也。 erロザイロの観念J) 13)

このほかに，一介の漁師だったペドロがローマ教皇として崇拝されることを「猟漁りをのみ

業とし給ひけるサンペドロの手に天の鍵を渡し給ひ，世界の大王もその御足を吸ひ給ふ事は驚

くべき儀に非ずや? Jer ス ピ リ ツ ア ル修行J ) と あ ら わ し た り ， 恭 II頂 ・ 崇敬の行為 と し て の

「手」へのキスという形をとることもある O

サンフランシスコ常に宣ふは，サンロウレンソ，又は天にましますサセルドウテにてなき

ベアトと，現在の才知なきサセルドウテとにあひ奉らば，天のサントをさしおき，サセル

ドウテの手を吸ふべしと。その故は，サセルドウテの御主の御身にふれられ，又人の力に

及ばぬことを取り扱はるる手なれば，なりとぞ。 erサントスの御作業』サンフランシスコ

伝)

またかの二人の子どももおん身をおん母と思ひ奉りて孝行を尽し奉るべし，また御結約の

印には貴き御影のみ手を吸ひ奉り，おん礼をなし奉るべしと，子どもにも言ひ渡されけれ

ば;あまりのかたじけなさに感涙を流し，母の仰せに任せその旨を勤め，私宅へ帰り，信

心を催してオラシヨを申されけるものなり。 erロザリヨの経J) 14)

あるいは，次のように「ベヤ卜の御骨」や「布」すなわち聖遺物に対する崇拝を示す行為を

指す場合も看過できない。

数多の人は善人の御遺骨以下を拝む為に所々を巡り，その御作業を聴いて驚き，大層なる

堂寺を巡って，金銀金砂の類にて包まれたるベヤトの御骨などを吸ひいた Vき奉るに，サ

ントスの中のサント，あるほどの物の御作者，アンジョの御主，我が Dsにてまします御

身，直にこのアルタルの上にましますに，何とて信心を以て拝み奉らざらんや O物ずきな

るに依ってか，又は未だ見ざる事なるが故にか，拝みたく思ふ望みに依って，多くの人，

度々か様の参詣を思ひたれども，アニマの徳となり，進退を直すことは少し，取りわき此
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は誠の達したる後悔なくて，こ〉かしこへ行く時の事なり。 crコンテムツスムンヂ J) 15)

御主 Circuncisamを授け奉る時の有様を観見せよ O先づ御産衣を脱ぎ奉り，誰人か若君

を抱き奉り，誰か御膚を破り奉るべきや?デウスの御血はいづくに落ち散り給ふべきや?

その時の有様を汝がアニマの眼をそばだてむつかり給ふミニのゼズスの御声を聴き奉り，

御血に染みたる布の切れを我が顔に宛て吸ひ奉ると観じ奉るべし。 crスピリツアル修行 J)

聖遺物崇拝は仏舎利を崇めるという仏教の経験からおそらく日本人キリシタンにとってそれ

ほど違和感のない行為だったはずである O手足や聖遺物へのキスが崇敬の念に基づいているこ

とも理解されたにちがいない。キリシタンはそれを「吸ふ」という語を用いて訳したのである。

キリシタンの信仰にめざめた者はそれまで忌み嫌っていた存在をも「御大切」の対象とし，

彼に奉仕しなければならなし 1。奉仕の行為としてのキスは次のようにあらわされる。

されば俗漢の時，一段癒病人を厭ひ給へば，ゼズキリシトの御大切より力を受け給ひてよ

りは，あるほどの癒病人に使はれんと思ひ立ち給ふなり。その所にたびたび行き給ひ，要

るほどの物をととのへ与へ，ゼズキリシトの御大切に対せられ，手足，面相を吸ひ給ふな

り。癒をも洗ひ，膿をものごひ給ふなり。 crサントスの御作業」サンフランシスコ伝)

「あるほどの痛病人に使はれんと思ひ立ち」かれらの「手足，面相を吸ひ給ふ」のは，聖人の

手足や聖遺物へのキスと同様に「御大切」の念に基づくものにほかならなし」こうした行為は

日本では光明皇后説話をはじめとして物語の世界ですでに受容されたものであった。このよう

な叙述を介してキリシタンの「吸ふ」という行為のもつ意義がすこしず、つ理解されていったの

ではあるまいか。

さて，それでは挨拶としてのキスはどのように翻訳したのだろうか。

羽顔を吸ふ・面を吸ふ

「御パシヨン」と名づけられ重要視されたイエスの受難のうち，ゲッセマネの森をでたイエス

にユダがキスをしてそれを合図にイエスが逮捕されるという裏切りの場面を『パレト写本』で

は四福音書のことばをまぜあわせて，つぎのように翻訳した。

その後オラシヨの所を立たし給ひヂシポロの側に御出であって宣ひけるは，今は汝達

心安く臥さるべしビ、ルゼ、ンの子悪人の手に渡るべき時来たるなり立ち上がり我と共に

向かはるべしと宣ふみ言葉の下より十二人のヂシポロの中ジュダスエスカリオテスサ

セルダウテの棟梁エスキリパ宿老より遣はしける数多の兵の案内者として火をとぼし鉾，

兵伎を帯して来たるなり謀反人のジュダス予ての約束には我御顔を吸ひ奉るべき人体を

揚め取て油断なく召し龍められよと云ひ捨て，御側近く参りければゼズス御身の上に有る

程の事を知ろし召されジュデウら来たれる道に出で向かはせ給ひ誰を尋ねらるるぞ?

237-



人文学報

と宣へばナザレトのゼズスと答ふるに我なりと宣う折節ジュダス以下の者どもみ言葉

を承り後しざりのけに転びけるなり。重ねて誰を尋ねらるるぞ?と宣へばナザレトのゼ

ズスと答う。

ゼズス我既に露はしければ我を尋ねらるるに於いては我とともに来たれる者どもを帰

されよと宣ふ。これスキリツウラに我に賜はる者を一人も失はざるとのポロヘシヤを遂げ

させられん為なり。

さればジュダス近付き奉てアベ・ラビと申し上げ御顔吸ひ奉るに，ゼズス如何に親しき

仲何の故にか来たられけるぞ吸ふ事を相図にビルゼンの子渡されけるや?と宣ふ。

crバ レ ト 写本J)

ユダはイエスの「御顔を吸ひ奉る」ことを合図にして逮捕のきっかけを作る。弟子たちに抵抗

を禁じながら連行されていくことになる直前のイエスを描いたこの部分に対応するラテン語の

聖書を見ると，

Tunc venit ad discipulos et dicit illis: {Dormite iam et requiescite; ecce

appropinquavit hora , etFiliushominis traditur inmanus peccatorum. Surgite ,

eamus;ecceappropinquavit , quimetraditJ Etadhucipso loquente , ecce ludas ,

unusdeDuodecim , venitetcumeoturbamultacumgladiiset fustibus , missia

principibussacerdotumetsenioribuspopuli.Quiautemtradidit eum , dedit illis

signumdicens:{Quemcumqueosculatusfuero , ipseesto;teneteeum!}Etconfestim

accedensadlegumdixit: {Ave , Rabbi!} etosculatusesteum.lesusautemdixit

illi: {Amice , adquodvenisti!}.Tuncaccesseruntetmanusinieceruntinlegum

ettenuerunteum.CVulgataMt.26.45-50, )

Adhuceoloquente , ecceturba , etquivocabaturludas , unusdeDuodecim , antecedebat

eos , etappropinquavitlesu , utascularetureum.lesusautemdixitei: {luda , oscula

Filiumhoministradis?} CVulgataLc.22.47-48)

とあり，動詞 oscu lor，名詞 osculumという語が用いられ，ポルト力

En此1此tao vol 比tau paraosdi臼s cIpu 凶llos e1凶he郎s d出IS岱seι: Ai山nda dormiserepousai臼s! e白is quee

che句gada ahora , e0 Filhodohomemestasendaentreguenasmaosdepecadores.

Levantai-vos , vamos!Eisque0 traidorseaproxima.Falavaele ainda , eeisque

chegouJudas , urndosdoze , ecomelegrandeturbacomespadasecacetes , vinda

dapartedosprincipaissacerdatesedosanciaosdopovo.Ora , 0 traidorlheshavia

dadoestesinal:Aqueleaquemeubeijar , eesse;prendei-o.E logo , aproximandose

de Jesus , lhedisse: Salve , Mestre!e0 beijou. Jesus , porem , lhedisse: Amigo ,

paraquevieste? Nisto , aproximando-se eles , deitaram as IT古os emJesuse0
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prenderam. CPV, Mt.26.45-50)

Falavaeleainda , quandochegouumamultidao , eurndosdoze , 0 chamadoJudas ,

quevinhaafrentedeles , aproximou-sedeJesuspara0 beijar. Jesus , p6rem , lhe

disse: Judas , comurnbeijotrais0 Filhodohomem? CPVLc.22.47-48)

と動詞 beij ar，名詞 beijoを用いて訳している。『日葡辞書」によれば， I吸ふ」 と い う 語が

ポルトカソレ語の Beij ar C接吻す る ) に あ た る と定義さ れてい る 。 「 口 を吸ふ」 と い う か た ち は

慎重に避けられているのである Oまた， r羅葡 日対訳辞書』 を見 る と ，

Osculatio , onis.Lus.0 beijar.lap.Cauonadouosucotonari.

Osculor , aris.Lus.Beijar.lap.Cauonadouosuo

Osculum , i. Lus.Boca pequ θna . lap. Chijsaqi cuchi. 司Item ， Beijo. lap. Cauo

nadouosucotouoyu.

とあって， rパ レ ト 写本』 にお け る キ リ シ タ ン の翻訳 「御顔を吸ひ奉る 」 が こ の辞書の定義に

合致することがわかる Oこれは「バレト写本』だけではなく， rス ピ リ ツ ア ル修行Jl r ロ ザ リ ヨ

の経』でも踏襲している O

ただし同じユダのことばを「面を吸ふ」ということばに置き換えている例もあり，定訳とは

いえな ~ iO聖書そのものの翻訳ではないが，受難の場面を踏まえた叙述のなかにこのことばを

用いた。しかし，これも「顔を吸ふ」という表現のひとつの変形とみなしてさしっかえあるま

し、。

我等を扶け給はんと思し召す燃え立つ御望を以て御敵にいで向ひ給ひ，謀反人のジユダス

は御面を吸ひ奉り，武士共召し捕り奉る事を御領承なされ，情なく揚められ給ひ，御弟子

達は見離し申され，アナスが館ヘヲ|かれ給ふ事を観ずべし。 crスピリツアル修行Jl)

同じく「面を吸ふ」を用いた『サントスの御作業」では，ユダがイエスにキスをするのは弟子

の一人ヤコブが従弟で顔が似ているのでまちがって逮捕しないようにするためだという。

また世俗の言へるごとく，ビルゼンサンタマリヤの御エウポゾジョゼホと，サンチヤ

ゴの御父クレオハスとは御兄弟なり。然るに世人もゼズキリシトはジョゼフの御こなりと

思ひたるが故に，このアポストロは即ちゼズキリシトの御従弟と存じたる者なり。二つに

は，ゼズキリシトの御面によく似給ふによって，御兄弟と申し奉りものなり。よく知らざ

る者の御面ばかりを見たらんは，いづれを何れとも見分け奉らぬほどに似給ふなり。それ

によってジュダスゼズキリシトを悪人に売り渡し奉る時，揚め奉るべき武士どもにこのア

ポストロを取りまぎらかしては如何と存じ，我が面を吸ふべき人を揚めよと合図をしたる

となり。 crサントスの御作業」サントジャコブ伝)

ヨーロッパではたとえばジヨットの絵に代表されるように受難の場面は日に見える形で提示

された。日本でもおそらくマリア十五玄義図や銅版画を通してこの場面を目にする機会があっ
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たにちがいない。しかし，キリシタンの宣教師にとってもっとも有効な手段はイエスの受難を

ことばであらわすことであるOかれらはイエス逮捕の契機をなすユダの裏切りを「顔を吸ふ」

「面を吸ふ」という表現によって伝えようとしたのであった。

もちろん，このことばが用いられるのは受難の場面にかぎらない。たとえば，マリアが生ま

れたばかりのイエスを抱きながら与えたキスも「顔を吸ふ」と訳される。

さてまたこのおん主はおん身の御胎内より生まれ給ふと見給はば，いかにもおん睦ましく

抱き，み顔を吸ひ給ひ，貴きおん乳房を含め参らせられて，いろいろに愛し，御大切のお

ん事を尽くし給はん事を信心を催し観念致すべし。 crロザリヨの経J) 16 )

このような訳語は聖人伝の翻訳にも頻出するC聖人伝の翻訳は聖書の翻訳と同等あるいはそ

れ以上に重視され， rサ ン ト ス の御作業J 刊行以前か ら写本の形で広 く 読ま れ た も の だが， こ

のなかでもイエスや聖人へのキスを「顔を吸ふ」ということぼであらわしているO

天狗の進退となりたるアニマはゼズキリシトの貴き御顔を吸ひ奉りたる口より出づべきこ

とは相応せぬことなり。 crサントスの御作業』サンマチヤス伝)

或る国の帝王御威光盛んなりしが，御車に召して，行幸なる路次のかたはらにあやしの姿

なる者二人立ち居たり。彼が面黄ばみ，破れたる衣裳を身にまとひ，全体衰へ，あさまし

かりしを帝叡覧あって，御車よりおりさせ給ひ，御前後左右のもろもろの大臣をばはばか

り給はず，地上にひれふし礼拝し給ひて，立ちあがり，いだきっき，その顔を吸ひ給ふ。

crサ ン ト ス の御作業」 サ ンパル ラ ン伝)

天狗その御前に出現して，企て給ふ御望みを妨げ奉らんと種々の障碍をなすといへども，

ジョサハツは御主我を守護し給へば，恐るべきことなしとて，二年の聞かくの如く難儀を

こらへ給ひ，パルランを訪ね給へども，見あひ給はず。二年過ぎてパノレラン居給ふ岩窟へ

行き，その口に立ち，いかにパアデレ我に要文を唱へ給へと，呼ばはり給へば，パルラン

この御声を聞き給ひて出でむかひ，互にいだきっき，御顔を吸ひ，歓喜の御涙にむせばせ

給ふなり。 Cf'サントスの御作業』サンパルラン伝)

このことを聞き給ひて，エウヘミヤノわが髪をかき乱し，賢をかなぐって，ふっと立ち，

御死骸に走りかかつて抱きづき，さもなつかしげに御顔を吸ひ給ひ，なうし、かにわが子の

アレイショ御身はさてもこの家に久しく居給ひながら，父をばはたと見捨てられ，終に一

言をも宣はずして，何とて我にかほどまで深き悲しみをばかけ給ふぞ?あら本意なや!

くゃしゃと御死骸に対して，恨みかこち泣きくどき給ふ所へ，… crサントスの御作業』

サントアレイシヨ伝)

「顔を吸ふ」にせよ「面を吸ふ」にせよ，すでに日本語として存在した「口を吸ふ」というこ

とばを踏まえながら， I顔J I面J と い う 言葉に置 き換え る こ と に よ っ て 「口 を吸ふ」 の生々 し

さを取り除こうとした表現と考えられる O
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w 無事の し る し

キスの翻訳のなかで注目しなければならないのは， I無事」 と い う こ と ばを用 い る 訳語で あ

るOこれは，これまで述べてきた分類とは別に，それぞれの訳語に「無事のしるしとして」と

いう形容を付け加えるものであった。たとえば，修道女同士の挨拶として，

然れども，先づこの門派の衣裳を着せられよと申さるれば，その如くして，へブロニヤの

前に出でらるるに，いづれも比丘尼達は同じ門派の人なるべしと，無事のしるしとして手

に子を取り，顔を顔にあてて，各々いっきかしづかるるものなり。 crサントスの御作業』

サンタへブロニヤイ云)

という表現がある。これは，同じキリスト教会に属するもの同士の粋を示す行為にほかならな

い。また「スピリツアノレ修行」においては，

クルスに掛かり給ふ御姿を見奉れ:妙なる御大切の知るべを以て汝にも御大切に思ひ奉れ

と勧め揚め給ふ事を分別すべし。御足を釘にて打ち付けられ給ふ事は汝を待ち給はんとの

御知るべなり:御子を拡げて在ますは親しく汝を抱き取り給はんとの義なり。御頭を傾け

給ふは無事の知るべとして汝の面を吸ひ給はんとの御内証を表し給ふ事なり。御脇の庇開

けたるは汝危く事無く心を休めん為にその御心の内へ呼び、入れたく思し召す事を表し給ふ

義なり。 crスピリツアル修行 J)

とあるように，十字架上のイエスが首を傾けているのは「無事のしるべとして汝の面を吸ひ給

はん」という神の意志をあらわすものだと説明し，

かのグロウリヤの帝王にて在ます御主深き御歓喜を含み給ひ，そのアニマを迎へ取り給ふ

べき為に御身のトロノより降り給ひ，量りも無き御大切を以てあれこれに抱き付き給ひ，

又御身の貴き御手を以てその人々の眼の涙を試ひ給ひ，又御身の貴き御口を以て永き無事

の験としてかのアニマの顔を吸ひ給ふべき体を思惟すべし o cr ス ピ リ ツ ア ル修行J)

と，天国で神が「貴き御口を以て永き無事の験としてかのアニマの顔を吸ひ給ふ」ありさまを

想起せよと論じている。イエスを冠するキリスト教会における神と隣人への愛を実現したとき

はじめて，キスを意味する「顔に顔をあてる J I顔を吸ふJ I面を吸ふ」 と い う 行為が 「無事の

しるし」として戸忍められるといってよい。

罪深い女がイエスの足にキスをしたとき，ファリサイ人シモンは，イエスはあの女がどんな

奴か知らないのではないか，と考えた。ところが，その主人に向かつてイエスは「あなたはわ

たしに接吻の挨拶もしなかったが，この人は私が入って来てから，わたしの足に接吻してやま

なかった J C新共同訳聖書) と 言 っ て非難す る 。 イ エ ス に と っ て， シ モ ン よ り も む し ろ罪深い

女の方が信仰の上でまさっていると考えられたのである。

Etconversusadmulierem , dixitSimoni: {Videshancmulierem?Intraviindomum
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tuam:aquam pedibusmeisnondedisti;haecautemlacrimisrigavitpedesmeos

etcapillissuistersit.Osculummihinondedisti;haecautem , exquo intravi , non

cessavitoscularipedesmeos.Oleocaputmeumnonunxisti;haecautemunguento

unxitpedesmeos.) (VulgataLc.7.44-46)

E , voltando-separaamulher , disseaSimao: Yesestamulher?Entreiemtua

casa , enaomedesteaguaparaospes;esta , porem , regouosmeuspescomlagrimas

eosenxugoucomosseuscabelos.Naomedesteosculo;ela , entretanto , desdeque

entrei , naocessademebeijarospes.Naomeungisteacabe<;acom 6leo , mas

estacombalsamoungiuosmeuspes.(PV Lc.7.44-46)

この部分をキリシタンは，

ゼズスまことに正直に札明すと宣ひ後の女人を御覧あってシマンに仰せけるはこの

女房を見るや否や御辺の私宅に赴きけるに足を洗はん為に水をだに与へざれども彼の

女房は涙をもってわが足を洗ひ髪髪をもって拭ひけるなり。衆中に無事のしるしを現はさ

ざれども此の女房は座中に入りてよりこのかた足を吸ふ事，費隙なし。油をもって塗ら

ざれども，彼の女房は薬をもって我が足を塗れり。 (rパレト写本 J)

というように， I衆中に無事の し る し を現は」 す と い う 表現 と 「足を吸ふ」 と い う 表現で ， 二

人のキスを区別して翻訳した。おそらく，ファリサイ人がイエスに不信感を抱いていること，

すなわちイエスの教会の外部にいる存在であることを示すためにちがいない。ここにあらわれ

た「無事」は，キリシタンにとって欠かすことのできないことばであった。

「無事」は「平和 J pax の翻訳語であ る 。 キ ス の翻訳に 「無事の し る し 」 と い う こ と ばを用 い

たのは，おそらく，ミサにおける「平和の接吻 J Osculum pacis を意識 し て の こ と だ ろ う 。

宣教師と信徒が教会の内部でかわすこの挨拶は，神からの賜物としての平安を祈願しつつ感謝

を捧げる儀礼であった。この儀礼を念頭に置いて，原文にない「無事」という語を入れること

によってキリシタンはキスという行為の持つ独自の意味をあらわそうとしたのである。

vm 無事 と戦ひ

キリシタンにとって「無事」とはたんなる平和ではな L、。もちろん，イエスが山上の説教で

「無事有る者はデウスの御子と呼ばるべきによってベアトなり J (rパ レ ト 写本J )I無事有人

はでうすの御子とよばるべきによてくはほうなり J (r ど ち り な き り し たんJ )と説いたように，

「無事有る者J Os Pacificos で あ る こ と は ， キ リ シ タ ン が 追 い 求 め る べ き 真 の 幸 い

Bemauenturan c;a に属す る 。 し か し ， イ エ ス は同時に こ の よ う に語 っ て も い る のであ る 。

斯様なる責を御扶手，はるか以前に御弟子達に告げ給ふ也。此はこの難儀に逢ひ給はん時
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は，御力を落とし給ふまじき為なり。サンマテウス十箇条に宣ふは，下界に無事を置く為

に降らず，戦ひをさせんがためなり。その故は，親子兄弟，親類春族の中を不快させんが

為に来る，人の家内の者は其身の為に敵となるべきもの也と宣ふ也。この心は無事安穏の

源にてましますゼスキリシト，人間に御無事を与え給はん為にこそ天降り給へども，無事

を置かんが為に来らずと宣ふことは，御行跡を学び奉る人の為に敵数多出来して，彼等が

中に無事あるまじきとの心也。( r ヒ イ デス の導師J )

イエスが十二使徒に向かつて言った「わたしが来たのは地上に平和をもたらすためだ，とおもっ

てはならなし1。平和ではなく，剣をもたらすために来たのだJ (新共同訳聖書)ということば

が，ここでは「下界に無事を置く為に降らず，戦ひをさせんがためなり」と訳されているのだ

が，スペイン語原典を見ると，

Todaestatempestaddepersecuciones denuncioe1 Sa1uador mucho antes a sus

discip10s , paraqueestando preuenidos con este conoscimiento , no desmayassen

quandoenellaseviessen.Yassidixoasusdiscipu10sporS.Mattheo , Nopenseys

quevineaponerpazen1atierra:sinoguerra.Porquevineaponerdiuisionentre

e1hombrecδsu padre , yentree1hijoysumadre , yentre1anueraysu suegra ,

ylosfamiliaresde1acasadelhombreseransusenemigos.(LGV)

となっており， pas を 「無事J ， guerra を 「戦ひ」 と訳 し て い る ばか り でな く ， r ヒ イ デス の導

師』の後半， I こ の心は無事安穏の源にて ま し ま すゼ ス キ リ シ ト ， 人間に御無事を与え給はん

為にこそ天降り給へども，無事を置かんが為に来らずと宣ふことは，御行跡を学び奉る人の為

に敵数多出来して，彼等が中に無事あるまじきとの心也。」が加筆であることがわかる。この

加筆に「無事」ということばの両義性が凝集されているといってもよい。平和の根源であるイ

エスがなぜこのようなことを言ったのかという問いに対して，キリシタンは教会の外部におけ

る「敵」との「戦ひ」を乗り越えなければ真の「無事」に至ることができないと答えているの

である。

如何に子，我が無事を汝等に遣し，我が無事を汝等に与うる也。然、れども世界の与ゆる如

くには与えずと云ひをきし也。皆人，無事を望むと難も，誠の無事に当ることを歎かず。

我が無事は謙りたる者と柔和なる者と共にあり。汝が無事は，心より万事を堪忍するにあ

るべし。我が云ふ事を聞き，我が声を慕ふに於ては，多くの事に無事あるべし。( r コ ン

テムツスムンヂ J )

イエスによれば「誠の無事」は彼に従う道にしか見いだされない。そこには妥協は介在しえ

ないのである。「人の生涯は世界にて合戦なり J (r コ ン テ ム ツ ス ム ン ヂJ) と い う こ と ばか ら わ

かるように，神からの賜物である「無事」を獲得するためには「心より万事を堪忍する」とい

う「戦ひ」や「合戦」は欠かすことのできない試練であった。
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キスの翻訳に「無事のしるし」ということばを添えたとき，宣教師たちは，イエスにつらな

ることによってはじめて達することのできる「誠の無事」を意識していたはずである。キリシ

タンにとって「無事のしるしとして顔を吸ふ」ことはたんなる挨拶にとどまらず，いかなる困

難にもうちかっ強い信仰を共有する者同士の連帯の行為なのであった。

注

引用文献のうち，対訳のあるものは以下に該当箇所を注としてあげ，キスの翻訳の原語をイタリック

で示す。ここでいう対訳とは，翻訳原典ならびに原典に近いと考えられるものを指す。「パレ卜写本』の

場合はラテン語聖書 (Vulgata)と 16世紀のポルトガ、ル語訳聖書を併記し， r ロ ザ リ ヨ の経』 の場合は そ

の本文の翻訳に基づいて編まれた『西日辞書』の対応箇所を記す。なお，引用のなかで対訳のないものは

現在のところ原典を画定できないが文脈からキスの訳語と推定しうるものである。

1) quandoverδnon estoccasiopeccatil consumadi , oscula , amplexus , & vsque ad

partiumverendarlitactussaepiusaccidereiuxtadesiderium. (r 機悔録J)

2) MasaquelasanctaSophia , laqualdiximosauerprohijadoaClemente , yhechocon

elofficiosmasqdemadreviendocomodespuesdetanlargotiempoauiabueltoa

supartiaconelresplamdoryhermosuradesugloriosaconfession , nocabiaensi

de plazer , esperandoluegolacoronaqueIeauia de venirdel cielo. Vino pues

denoche a la carcel , y abra<;ando a Clemente , y der・ramado muchas lagrimas ,

besαuα con grandedeuocionsus manos , ysu rostro , y todos aquellos sagrados

miembros , pidiendolequeIediessecuetadetodosloscaminosytracesqueauia

passado.Y dandoelrazondetodoesto , ellaconvnoslien<;osalimpiaualasangre

ylasheridasdelsancto , yluegoIediodecomerdelosmanjaresqueacostUbraua

elcomerensucasa. (LGIT)

3) Y laCharidaddeS.Catherinade Sena , que besauala tierra , que hollaua los

predicadores , portenerofficiodesaluarlas animas , ypediaanuestrosenorque

tapasseconellalapuetadelinfierno , paraqueningunaanimapudiesseentraralIa.

(LGV)

4) C6sideraypoisquamgrandefoya c6s01a<;am dos Apostolos , achandose todos

jlitos , & vedosuasantissimamay& senhora , quetanto amauam , & desejanade

ver:comqwHareuereciaasaudaram:comquatadeua<;ambeijariamseussagrados

vestidos como preciosas reliquias: com quata admira<;am cδsiderauam sua

dignidade , & estado altissimo , 0 qual elles muy bern conheciam: com quanta

c6s01a<;amolhauaperaaqllevenerauelrosto , parecendolhesqvedoaella , viamseu

amorosissimomestre&Senor:quamsuaueseramaspraticasqueentre si tinha:

comquantaferuorseocupauaemlouuoresdiuinos: quataslagrimasde deuaGa , &

alegriaderramauam. (GL)

5) Yopobreyestrangerocaminante , determinodarleyalmundo , y hazer , quelos

hombres me adoren , como aDios verdadero , aun despues , que yo fuere
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abatidamentecrucificado.Y quiero , qlasenaldela Cruz , en queyo tengo de

padescer , seaadoradaconsumma veneracion , yquelos clauos , yla corona de

espinas , ytodoslosotrosinstrumentosdemipassionsean adorados , ycongran

reuerencia , ydeuociδbesados， ytenidospormaspreciosos , quetodoslosthesoros

delmundo.(LGV)

6) QuanagradescidoaaquellassanctasMarias , queyuanal sepulchro , avngirsu

sacratissimo cuerpo , puesselesoffrecioenelcaminoviuo , a q elIas buscauan

muerto:yconsintioabr ru;ar , ybesαr sussagradospies , yadoraraqllaspreciosas

senalesdelasllagas , queenellosauiarecibio?(LGV)

7) diziedoquesinofueraporlaobligacionderesidirensu Iglesia , nodescansara

hastayraverestascadenas , yabraGarlas , ybesarlas. (LGIT)

8) Masdespuesquesediofingloriosoasumartyrio , vinovnAngeldel se 白or ， y

libroa la maestra de aquel temory cuydado , dandole alegres nueuas delfin

gloriosodelaVirgen , yjuntoconestolalleuoadondeestauanlasreliquiasdesu

cuerpoadornadasconlaconfessiondelaFe , yconlavestiduradelmartyrio , que

era10queelladesseaua.EntoncesabraGandoellatodasaquellaspreciosasreliquias

y besandocada vno de aquellos mienbros , y derramando sobre ellos muchas

lagrimasdealegria (LGIT)

9) Y estandoellaparapartirdestavida , Iedixo , Esteeselpremioquetepidohijo

mio por los trabajos de la crian<;a , y por los dolores del parto , que sea yo

glorificadaenlosmiembrosdemihijo , porqueyayomeapartode ti , yestaluz

sensiblemananamefalta:portantoruegoteluzyvidamia , yentranasmiasqno

mefalteestaesparan<;a.VnamugerHebreapariosietemartyres , ypeleoensiete

cuerpos , mastusolobastasparamigloria , yparaqueseayobienaueturadaentre

lasotrasmadres.Yayohijomepartode ti , y micuerpo se apartara detus

suauissimos ojos , masmianimaestarasiemprependientedela tuya , concuya

virtudconfiadam ちta mepresentareanteeltribunaldeChristo , gloriadomeentus

trabajos , yenlassenalesdelasheridasquerecibiraspore1.Estodezialabuena

madreasuhijo , yjuntamentebes αu α todos susmiembrosdiziendo , Dichosayoque

besolosmiembrosdevnmartyr , ylosmiembrosquesehi}deoffreceraChristoen

sacrificio:ydiziedoesto , y abr判andolo ， yhablandodulcementeconelacaboen

pazencomendandosuesrpirituaDios , yelcuerpoalasdulcesmanosdesuhijo.

(LGIT)

10) Y auneqsalgavnpocodelproposito , nodexarededeziraquivnacosade
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susspiritua1eshijosaque1primeramor , masama10stambiencoesteamortierno ,

rega1ando1osyconso1andoscon1aabundanciadesusde1eytes.CLGV)

11) cumqueamp1exatusrecidissetincollumBeniamin fr引ris suiflevitilloquoque

flentesimilitersupercollum eius , osculαtusque estIoseph omnes fratres suos et

p10ravitsupersingu10spostquaeausisunt10quiadeum.CVu1gataGn.45.14-15)

E 1an<;ou-seaopesco<;odeBenjamin , seu irmao , echorou;eBenjamin chorou

tamb3maoseupesco<;o.Faradouvefa1ardosirmaosdeJose , Ebeijouatodosos

seusirmaos , echorousobree1es;edepois , seusirm 立os fa1aramcome1e.CPVGn.

45.14-15)

12) RogabatautemilIumquidamdepharisaeis , utmanducaretcumillo;etingressus

domum pharisaei discubuit. Etecce mulier , quaeerat in civitate peccatrix , ut

cognovitquodaccubuitindomo pharisaei , attulit a1abastrum unguenti , etstans

retrosecuspedeseius｣lens1acrimiscoepitrigarepedeseiusetcapitissuitergebat ,

etosculabaturpedeseiusetunguentoungebat.CVu1gataLc.7.36-38)

Convidou-ourndosfariseusparaquefossejantarcome1e. Jesus , entrandona

casadofariseu , tomou1ugaramesa.Eeisqueumamu1herda cidade , pecadora ,

sabendoquee1eestavaamesanacasadofariseu , 1evouurnvasodea1abastrocom

unguento; e , estando por detras , aos seus pes , chorando , regava-os com suas

1agrimaseosenxugavacomospr6prioscabe10s;ebeijava-1heospeseosungia

com0ungtiento.CPVLc.7.36-38)

13) Oracontemplayqual foy a alegria desta deuotissima molher , quando vio &

conheceoseumestre , aquemellagrandissimoamortinha , queachamauaporseu

nome:quamsubitamentese1hemudoutantapenaemtantaa1egria:quamgrade

era0fogodeseucora<;am , quecomoforadesiesquecidadamajestadedesteSenor ,

naosepodiaterquesenaoarremessasseaseuspees , pera1hosbeijar.CGL)

14) promesayconcierto.qetyacu./besar. sui , u. cr 西 日辞書J)

15) Muchoscarreadiuersos1ugaresporvisitarreliquias , &sanctos&marauillasede

oyrsusmirag10s:miranlosgrandesedificiosdelostep10s: be 四n los sagrados

huessosguardadosenoro& seda:yestastuaquipresetedelatedemien1 altar ,

diosmio , sanctodelossanctos , criadordetodaslascosas , senordelosage1es:&

aunotemirocδdeuociδ? Muchasvezes1acuriosidaddeloshδbres & 1anouedad

delascosasqvaaveresocasiδde yravisitarcosassemejates , ydellotraenpoco

fruto de enmienda , mayormete qu
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